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 その他の排出・吸収区分における算定方法 別添（Annex）3.
 
この別添 3 では、各種炉（固定発生源からのCH4、N2O排出）分野の補足情報（A3.1.）と

前駆物質等に関する算定方法（A.3.2.）を記述する。 
 

各種炉（固定発生源（1.A.1、1.A.2、1.A.4）からの CH4、N2O 排出）分野の補A3.1. 

足情報 

排出係数の概要 A3.1.1. 

我が国では、固定発生源からの非CO2排出に関して過去に多数の実測調査が行われ、デー

タが蓄積されている。実測調査結果を元に設定された燃料種別、炉種別のCH4及びN2Oの排出

係数の一覧を表 A 3-1 及び表 A 3-2 に示す。 
表 A 3-1 及び表 A 3-2 では「吸気補正なし」と「吸気補正あり」の 2 種類の排出係数が示

されているが、インベントリにおける排出量算定には「吸気補正なし」の排出係数を使用す

る（「吸気補正あり」の排出係数については、「A3.1.3. 排出係数の吸気補正について」を参照）。 
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表 A 3-1 燃料種別、炉種別CH4排出係数1（単位：kg-CH4/TJ） 
炉種 燃料種

2 排出係数 
（吸気補正なし） 

排出係数 
（吸気補正あり） 

  値 備考 値 備考 

ボイラー C 重油、B 重油、原油 0.10 9 データの

平均値 
-0.32 9 データの

平均値 

ボイラー A 重油、軽油、灯油、ナ

フサ、その他液体燃料 
0.26 2 データの

平均値 
-0.30 2 データの

平均値 

ボイラー 気体燃料 0.23 5 データの

平均値 
-0.29 5 データの

平均値 

ボイラー 一般炭、コークス、その

他固体燃料 
0.13 7 データの

平均値 
-0.45 7 データの

平均値 

ボイラー 木材、木炭 75 4 データの

平均値 
74 4 データの

平均値 

ボイラー パルプ廃液 4.3 2 データの

平均値 
3.9 2 データの

平均値 
金属（銅、鉛及び亜鉛を除

く）精錬用焼結炉 
固体燃料、液体燃料、気

体燃料 
31 6 データの

平均値 
30 6 データの

平均値 
ペレット焼成炉（鉄鋼用、

非鉄金属用） 
固体燃料、液体燃料、気

体燃料 
1.7 2 データの

平均値 
0.16 2 データの

平均値 
金属圧延加熱炉、金属熱処

理炉、金属鍛造炉 液体燃料、気体燃料 0.43 11 データ

の平均値 
-0.22 12 データの

平均値 

石油加熱炉、ガス加熱炉 液体燃料、気体燃料 0.16 27 データ

の平均値 
-0.28 27 データの

平均値 

触媒再生塔 コークス、炭素 0.054 11 データ

の平均値 
-0.24 11 データの

平均値 
レンガ焼成炉、陶磁器焼成

炉、その他の焼成炉 
固体燃料、液体燃料、気

体燃料 
1.5 2 データの

平均値 
-0.43 2 データの

平均値 
骨材乾燥炉、セメント原料

乾燥炉、レンガ原料乾燥炉 
固体燃料、液体燃料、気

体燃料 
29 6 データの

平均値 
27 6 データの

平均値 

その他の乾燥炉 固体燃料、液体燃料、気

体燃料 
6.6 8 データの

平均値 
3.4 8 データの

平均値 

電気炉
3 電気 13 6 データの

平均値 
5.6 6 データの

平均値 

その他の工業炉 固体燃料 13 14 データ

の平均値 
12 14 データの

平均値 

その他の工業炉 液体燃料 0.83 14 データ

の平均値 
-0.13 15 データの

平均値 

その他の工業炉 気体燃料 2.3 6 データの

平均値 
0.63 6 データの

平均値 

ガスタービン 液体燃料、気体燃料 0.81 11 データ

の平均値 
-0.44 11 データの

平均値 

ディーゼル機関 液体燃料、気体燃料 0.70 8 データの

平均値 
-0.28 8 データの

平均値 

ガス機関、ガソリン機関 液体燃料、気体燃料 54 6 データの

平均値 
54 6 データの

平均値 
 

  

                                                      
1 インベントリにおける排出量算定には「吸気補正なし」の排出係数を使用する（「吸気補正あり」の排出係数に

ついては、「A3.1.3. 排出係数の吸気補正について」を参照）。 
2 常温常圧下の状態による分類（例えば原料炭起源のコークス炉ガス、高炉ガス、転炉ガスなどは本表では固体燃

料ではなく気体燃料に分類される。）表 A 3-2 も同様。 
3 電気炉からの CH4排出量は工業プロセス分野で計上する。 
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表 A 3-2 燃料種別、炉種別N2O排出係数（単位：kg-N2O/TJ） 
炉種 燃料種 排出係数 

（吸気補正なし） 
排出係数 

（吸気補正あり） 
  値 備考 値 備考 

ボイラー C 重油、B 重油、原油 0.22 10 データの

平均値 
0.017 10 データの

平均値 

ボイラー A 重油、軽油、灯油、ナフ

サ、その他液体燃料 
0.19 2 データの

平均値 
-0.078 2 データの

平均値 

ボイラー 気体燃料 0.17 5 データの

平均値 
-0.075 5 データの

平均値 
ボイラー（流動床ボイラ

ー以外） 固体燃料 0.85 9 データの

平均値 
0.58 9 データの

平均値 

常圧流動床ボイラー 固体燃料 54 11 データの

平均値 
54 11 データの

平均値 

加圧流動床ボイラー 一般炭 5.2 1 データの

値 
5.0 1 データの

値 

ボイラー パルプ廃液 0.17 2 データの

平均値 
-0.015 2 データの

平均値 

溶鉱炉（熱風炉） コークス炉ガス、高炉ガス、

その他気体燃料 
0.047 2 データの

平均値 
-0.097 2 データの

平均値 

石油加熱炉、ガス加熱炉 液体燃料、気体燃料 0.21 27 データの

平均値 
0.00069 27 データの

平均値 

触媒再生塔 コークス、炭素 7.3 12 データの

平均値 
7.2 12 データの

平均値 

電気炉
4 電気 3.3 6 データの

平均値 
-0.14 6 データの

平均値 

コークス炉 
都市ガス、コークス炉ガス、

高炉ガス、転炉ガス、製油

所ガス、その他気体燃料 
0.14 3 データの

平均値 
-0.025 3 データの

平均値 

その他の工業炉 固体燃料 1.1 20 データの

平均値 
0.66 20 データの

平均値 

その他の工業炉 液体燃料 1.8 31 データの

平均値 
1.0 31 データの

平均値 

その他の工業炉 気体燃料 1.2 18 データの

平均値 
0.14 18 データの

平均値 

ガスタービン 液体燃料、気体燃料 0.58 12 データの

平均値 
0.078 12 データの

平均値 

ディーゼル機関 液体燃料、気体燃料 2.2 9 データの

平均値 
1.7 9 データの

平均値 

ガス機関、ガソリン機関 液体燃料、気体燃料 0.85 7 データの

平均値 
0.62 7 データの

平均値 
 

燃料種別排出係数の算定 A3.1.2. 

以下では、業種を問わず広範に利用されているボイラーの排出係数の導出過程を参考に示

す。なお、ボイラー以外の炉の排出係数の導出過程は環境省「温室効果ガス排出量算定に関

する検討結果 第 1 部」（平成 18 年 8 月）に掲載されているので、参照されたい。 
排出係数データを示す表 A 3-3 から表 A 3-15 で使用されている記号・番号についての凡例

を次に示す。 
  

                                                      
4 電気炉における N2O 測定濃度が環境濃度 0.31ppm とほとんど一致しているため、電気炉からの N2O 排出量は実

際には計上しない。 
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【表 A 3-3 から表 A 3-15 で使用されている記号・番号の凡例】 
・表中で＊１のついているデータは、棄却検定（有意水準１％）の結果棄却されたため、平

均値の算定に使用されなかったデータである。 
・表中で＊２のついているデータは、棄却検定（有意水準１％）の結果棄却されたが、専門

家判断の結果除外すべきでないとされたため、平均値の算定に使用したデータである。 
・表中で＊３のついているデータは、専門家判断の結果除外すべきであるとされたため、平

均値の算定に使用されなかったデータである。 
・出典欄の番号については 3 章の 3.2.2.b) 表 3-10 を参照。 

 ボイラーの燃料種別 CH4排出係数の算定 A3.1.2.1. 

A3.1.2.1.a. 液体燃料 

液体燃料ボイラーについては、重質油（C 重油、B 重油、原油）と軽質油（A 重油、軽油、

灯油、ナフサ、その他液体燃料（ガソリン等））とに分けて排出係数を設定する。通常、重質

油が使用されるのは大型ボイラー、軽質油が使用されるのは小型ボイラーである。重質油を

使用するボイラーについてはＣ重油を使用する 9 施設の平均値、また軽質油を使用するボイ

ラーに関してはＡ重油を使用する 2 施設の平均値を使用する。 

表 A 3-3 ボイラー（C 重油、B 重油、原油）の 
CH4排出係数設定に用いた個別データ及び平均排出係数 

炉形式・運転状況 燃料種 
G 

［m3N/h］ 
CO2 

［%］ 
CCH4 

［ppm］ 

EF 
［kg-CH4/TJ

］ 

EFadj 
［kg-CH4/TJ］ 出典 

その他・連続 C 重油 854000 2.5 0.5 0.093 -0.260 9 
ボイラー（電力用）単胴放射形再熱式、

二段燃焼 
C 重油 419000 4.8 0.235 0.050 -0.353 2 

ボイラー（電力用）重油噴霧燃焼式連

続炉単胴放射型 
C 重油 8000 11.0 1.2 0.424 -0.230 23 

その他・連続 C 重油 476164 5.8 3.32 ＊１ 0.759 ＊１ 0.329 14 
ボイラー（その他）円筒型液体燃焼炉・

連続 
C 重油 26497 15.5 0.8 ＊３ 0.405 ＊３ -0.784 7 

 15.5 0.5    
 15.5 0.57    

円筒型液体燃焼炉・連続 C 重油 46000 5.1 0.61 0.124 -0.288 7 
 5.1 0.55    
 5.1 0.54    

その他・連続 C 重油 50490 8.6 0.57 0.161 -0.366 9 
その他・連続 C 重油 ― 1.4 0.2 0.035 -0.299 29 
その他・連続 C 重油 ― 4.0 0.07 0.014 -0.370 29 
その他・連続 C 重油 ― 1.5 0.19 0.033 -0.302 29 
その他・連続 C 重油 ― 4.0 0.04 0.008 -0.377 29 

 B 重油、C 重油、原油単純平均 0.105 -0.316  

G : 実測乾き排ガス量 

CO2 : 個別酸素濃度 

CCH4 : 個別CH4測定濃度 

EF : 排出係数（吸気補正なし） 

EFadj : 排出係数（吸気補正あり） 

 

表 A 3-4 ボイラー（A 重油、軽油、灯油、ナフサ、その他液体燃料）の 
CH4排出係数設定に用いた個別データ及び平均排出係数 

炉形式・運転状況 燃料種 
G 

［m3N/h］ 
CO2 

［%］ 
CCH4 

［ppm］ 

EF 
［kg-CH4/TJ

］ 

EFadj 
［kg-CH4/TJ］ 出典 

ボイラー（その他（炉筒煙管式））・連続 A 重油 5980 6.7 0.09 0.022 -0.437 4 
蒸気ボイラー・連続 A 重油 10993 11.0 1.4 0.495 -0.161 23 

 A 重油他単純平均   0.258 -0.299  
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A3.1.2.1.b. 気体燃料 

気体燃料ボイラーについては、LNG または都市ガスを燃料とする 5 施設の平均値を使用し

て排出係数を設定する。 

表 A 3-5 ボイラー（気体燃料）の 
CH4排出係数設定に用いた個別データ及び平均排出係数 

炉形式・運転状況 燃料種 
G 

［m3N/h］ 
CO2 

［%］ 
CCH4 

［ppm］ 

EF 
［kg-CH4/TJ

］ 

EFadj 
［kg-CH4/TJ］ 出典 

ボイラー（電力用）その他・連続 LNG 898000 3.8 0.16 0.030 -0.347 10 
  3.8 0.14    
  3.8 0.13    
  3.9 0.2    

その他・連続 LNG 1942860 1.8 2.11 0.358 0.021 14 
ボイラー（電力用） LNG 590000 3.2 ＊３ 8.2 0.093 -0.272 30 
     0.5    
     0.5    
ボイラー（電力用） LNG 8083.8 14.5 1.05 0.522 -0.412 8 
    13.6 0.97    
    14.0 1.1    
連続 都 市 ガ ス

(13A) 
6000 9.8 0.5 0.150 -0.420 30 

  9.7 0.5    
  9.7 0.5    

 気体燃料単純平均   0.231 -0.286  

 

A3.1.2.1.c. 固体燃料（木材、木炭を除く） 

固体燃料ボイラー（木材、木炭を除く）については、一般炭を燃料とする 7 施設の平均値

を使用して排出係数を設定する。 

表 A 3-6 ボイラー（固体燃料（木材、木炭を除く））の 
CH4排出係数設定に用いた個別データ及び平均排出係数 

炉形式・運転状況 燃料種 
G 

［m3N/h］ 
CO2 

［%］ 
CCH4 

［ppm］ 

EF 
［kg-CH4/TJ

］ 

EFadj 
［kg-CH4/TJ］ 出典 

ストーカ炉・連続 一般炭 43000 10.5 0.38 0.153 -0.601 4 
微粉炭燃焼炉・連続 一般炭 702000 7.6 0.35 0.109 -0.482 1 
微粉炭燃焼炉・連続 一般炭 624000 5.4 0.25 0.067 -0.441 4 
微粉炭燃焼炉・連続 一般炭 2080000 5.4 0.36 0.098 -0.409 12 
    5.4 0.38    
    5.4 0.37    
微粉炭燃焼炉・連続 石炭 455339 5.5 0.27 0.072 -0.438 28 
ストーカ炉・バッチ 一般炭 4040 13.5 2.1 ＊１ 1.198 ＊１ 0.143 4 
微粉炭燃焼炉・連続 一般炭 46300 8.2 0.3 0.098 -0.520 16 
微粉炭燃焼炉・連続 一般炭 159000 7.0 1.2 0.318 -0.247 13 
（単胴放射自然循環）    1    
    1    

 固体燃料単純平均   0.131 -0.448  

 

A3.1.2.1.d. 木材、木炭 

木材・木炭ボイラーについては、木材を燃料とする 4 施設の平均値を使用して排出係数を

設定する。 
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表 A 3-7 ボイラー（木材、木炭）の 
CH4排出係数設定に用いた個別データ及び平均排出係数 

炉形式・運転状況 燃料種 
G 

［m3N/h］ 
CO2 

［%］ 
CCH4 

［ppm］ 

EF 
［kg-CH4/TJ

］ 

EFadj 
［kg-CH4/TJ］ 出典 

ストーカ炉・連続 木材 49000 7.9 ＊３ 0.8 ＊３ 0.178 ＊３ -0.350 30 
   7.3 ＊３ 0.5    
   8.0 ＊３ 0.6    
流動床炉・連続 木材 68400 7.7 561 156.299 155.774 4 
ストーカ炉 木材 46000 5.8 170 49.015 48.544 30 
   6.2 180    
   6.5 240    
固定床炉・連続 木材 6290 16.6 94 81.715 80.126 16 
固定床炉・連続 木材 4260 15.8 17.2 12.616 11.272 16 

 木材単純平均   74.911 73.929  

 

A3.1.2.1.e. パルプ廃液 

パルプ廃液（黒液）を使用するボイラーについては、2 施設の平均値を使用して排出係数を

設定する。 

表 A 3-8 ボイラー（パルプ廃液）の 
CH4排出係数設定に用いた個別データ及び平均排出係数 

炉形式・運転状況 燃料種 
G 

［m3N/h］ 
CO2 

［%］ 
CCH4 

［ppm］ 

EF 
［kg-CH4/TJ

］ 

EFadj 
［kg-CH4/TJ］ 出典 

その他（圧力噴霧式）・連続 パルプ廃液 179000 3.0 24.4 4.801 4.423 4 
その他・バッチ パルプ廃液 114000 ＊３ 10.5 0.38 ＊３ 0.132 ＊３ -0.516 26 
連続 パルプ廃液 44000 4.2 28.8 3.841 3.431 30 
   4.5 18.7    
   4.6 6.4    

 パルプ廃液単純平均   4.321 3.927  

 

 ボイラーの燃料種別 N2O 排出係数の算定 A3.1.2.2. 

A3.1.2.2.a. 液体燃料 

液体燃料ボイラーについては、重質油（C 重油、B 重油、原油）と軽質油（A 重油、軽油、

灯油、ナフサ、その他液体燃料（ガソリン等））とに分けて排出係数を設定する。通常、重質

油が使用されるのは大型ボイラー、軽質油が使用されるのは小型ボイラーである。重質油を

使用するボイラーについては C 重油を使用する 10 施設の平均値、また軽質油を使用するボ

イラーに関しては A 重油を使用する 2 施設の平均値を使用する。 
  



別添 3 その他の排出・吸収区分における算定方法 
 

National Greenhouse Gas Inventory Report of Japan 2014                                             別添 3-7 

CGER-IXXX-2014, CGER/NIES 

表 A 3-9 ボイラー（Ｃ重油、Ｂ重油、原油）の 
N2O排出係数設定に用いた個別データ及び平均排出係数 

炉形式・運転状況 燃料種 
G 

［m3N/h］ 
CO2 

［%］ 
CN2O 

［ppm］ 
EF 

［kg-N2O/TJ］ 
EFadj 

［kg-N2O/TJ］ 出典 

その他・連続 C 重油 854000 2.5 0.1 0.051 -0.116 9 
ボイラー（電力用）単胴放射形再熱式、

二段燃焼 
C 重油 419000 4.8 0.37 0.218 0.027 2 

ボイラー（電力用）重油噴霧燃焼式連続

炉単胴放射型 
C 重油 8000 11.0 0.3 0.291 -0.018 23 

その他・連続 C 重油 476164 5.8 0.319 0.201 -0.003 14 
ボイラー（その他）円筒型液体燃焼炉・

連続 
C 重油 26497 ＊３ 15.5 0.65 ＊１ 1.299 ＊１ 0.736 7 

  ＊３ 15.5 0.69      
  ＊３ 15.5 0.84      

円筒型液体燃焼炉・連続 C 重油 46000 5.1 0.38 0.228 0.033 7 
  5.1 0.38      
  5.1 0.38      

その他・連続 C 重油 50490 8.6 0.4 0.311 0.061 9 
その他・連続 C 重油 ― 1.4 0.51 0.246 0.088 29 
その他・連続 C 重油 ― 4.0 0.33 0.185 0.002 29 
その他・連続 C 重油 ― 1.5 0.43 0.208 0.049 29 
その他・連続 C 重油 ― 4.0 0.41 0.229 0.047 29 

 C 重油、B 重油、原油単純平均 0.217 0.017  

G : 実測乾き排ガス量 

CO2 : 個別酸素濃度 

CN2O : 個別N2O測定濃度 

EF : 排出係数（吸気補正なし） 

EFadj : 排出係数（吸気補正あり） 

 

表 A 3-10  ボイラー（Ａ重油、軽油、灯油、ナフサ、その他液体燃料）の 
N2O排出係数設定に用いた個別データ及び平均排出係数 

炉形式・運転状況 燃料種 
G 

［m3N/h］ 
CO2 

［%］ 
CN2O 

［ppm］ 
EF 

［kg-N2O/TJ］ 
EFadj 

［kg-N2O/TJ］ 出典 

ボイラー（その他（炉筒煙管式））・連続 A 重油 5980 6.7 0.12 0.080 -0.137 4 
蒸気ボイラー・連続 A 重油 10993 11.0 0.3 0.292 -0.019 23 

 A 重油他単純平均   0.186 -0.078  

 

A3.1.2.2.b. 液体燃料 

気体燃料ボイラーについては、ＬＮＧまたは都市ガスを燃料とする 4 施設の平均値を使用し

て排出係数を設定する。 
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表 A 3-11  ボイラー（気体燃料）の 
N2O排出係数設定に用いた個別データ及び平均排出係数 

炉形式・運転状況 燃料種 
G 

［m3N/h］ 
CO2 

［%］ 
CN2O 

［ppm］ 
EF 

［kg-N2O/TJ］ 
EFadj 

［kg-N2O/TJ］ 出典 

ボイラー（電力用）その他・連続 LNG 898000 3.8 0.37 0.182 0.004 10 
  3.8 0.38      
  3.8 0.37      
  3.9 0.26      

その他・連続 LNG 1942860 1.8 0.311 0.145 -0.014 14 
ボイラー（電力用） LNG 590000 3.2 0.146 0.043 -0.129 30 

   0.052      
   0.057      

ボイラー（電力用） LNG 8083.8 14.5 0.237 0.328 -0.114 8 
  13.6 0.234      
  14.0 0.242      

連続 都市ガス(13A) 6000 9.8 ＊３ 2.91 0.148 -0.122 30 
  9.7 0.19      
  9.7 0.17      

 気体燃料単純平均   0.169 -0.075  

 

A3.1.2.2.c. 固体燃料 

固体燃料ボイラーについては、流動床ボイラーの場合とそれ以外の場合とで、排出係数が

大きく異なる。また、流動床ボイラーの中でも常圧流動床ボイラーと加圧流動床ボイラーと

で排出係数が異なる。 
流動床ボイラーでない固体燃料ボイラーについては、一般炭または木材を燃料とする 9 施

設の平均値を使用して排出係数を設定する。常圧流動床ボイラーについては、11 施設の平均

値を使用して排出係数を設定する。加圧流動床ボイラーについては、1 施設のデータから排

出係数を設定する。 

表 A 3-12  ボイラー（固体燃料、流動床ボイラーを除く）の 
N2O排出係数設定に用いた個別データ及び平均排出係数 

炉形式・運転状況 燃料種 
G 

［m3N/h］ 
CO2 

［%］ 
CN2O 

［ppm］ 
EF 

［kg-N2O/TJ］ 
EFadj 

［kg-N2O/TJ］ 出典 

ストーカ炉・連続 一般炭 43000 10.5 0.56 0.621 0.264 4 
ストーカ炉・連続 木材 49000 7.9 1.05 0.611 0.361 30 
    7.3 0.69      
    8.0 0.64      
微粉炭燃焼炉・連続 一般炭 702000 7.6 1.15 0.988 0.708 1 
微粉炭燃焼炉・連続 一般炭 624000 5.4 1.04 0.761 0.521 4 
微粉炭燃焼炉・連続 一般炭 2080000 5.4 0.24 0.173 -0.067 12 
    5.4 0.23      
    5.4 0.24      
微粉炭燃焼炉・連続 石炭 455339 5.5 0.527 0.388 0.146 28 
ストーカ炉・バッチ 一般炭 4040 13.5 2.65 ＊１ 4.158 ＊１ 3.658 4 
微粉炭燃焼炉・連続 一般炭 46300 8.2 2.44 2.199 1.907 16 
ストーカ炉 木材 46000 5.8 0.58 1.137 0.913 30 
    6.2 1.32      
    6.5 3.03      
固定床炉・連続 木材 6290 16.6 1.08 ＊３ 2.582 ＊３ 1.829 16 
固定床炉・連続 木材 4260 15.8 0.53 ＊３ 1.069 ＊３ 0.432 16 
微粉炭燃焼炉・連続 一般炭 159000 7.0 0.9 0.759 0.491 13 
（単胴放射自然循環）     1      
     0.9      
     0.9      

 固体平均（流動床炉以外）  0.849 0.583  
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表 A 3-13  ボイラー（固体燃料、常圧流動床ボイラー）の 
N2O排出係数設定に用いた個別データ及び平均排出係数 

炉形式・運転状況 燃料種 
G 

［m3N/h］ 
CO2 

［%］ 
CN2O 

［ppm］ 
EF 

［kg-N2O/TJ］ 

EFadj 
［kg-N2O/TJ

］ 
出典 

流動床炉・連続 一般炭 165000 5.4 79.9 58.471 58.231 26 
流動床炉・連続 一般炭 223000 6.8 76.9 62.155 61.891 16 
流動床炉・連続 一般炭 209419 5.5 43.7 31.388 31.146 5 

    5.5 41.4      
    5.5 42.7      

流動床炉・連続 一般炭 1043000 5.7 91 67.978 67.733 21 
流動床炉・連続 一般炭 176000 5.6 94.3 68.358 68.116 6 

    5.5 92.2      
    5.4 91.8      

流動床炉・連続 木材 68400 7.7 83.3 63.822 63.573 4 
流動床炉・連続 一般炭、産廃 63800 6.5 69.5 54.949 54.690 1 
流動床炉・連続 一般炭 71000 10.5 68.5 79.695 79.338 30 

    10.5 73.7      
    10.5 73.5      

流動床炉・連続 石炭 250918 4.3 39.72 27.039 26.814 28 
流動床炉・連続 一般炭 31900 4.8 23.3 15.996 15.765 12 

    4.7 23.3      
    4.8 21.8      

流動床炉・連続 一般炭 185000 6.6 86 68.492 68.232 22 
 固体平均（流動床炉）  54.395 54.139  

 

表 A 3-14  ボイラー（固体燃料、加圧流動床ボイラー）の 
N2O排出係数設定に用いた個別データ及び平均排出係数 

炉形式・運転状況 燃料種 
G 

［m3N/h］ 
CO2 

［%］ 
CN2O 

［ppm］ 
EF 

［kg-N2O/TJ］ 

EFadj 
［kg-N2O/TJ

］ 
出典 

加圧流動床ボイラー・連続 一般炭 ― 3.8 9.0 5.249 5.032 31 
   3.6 7.0      

 単純平均  5.249 5.032  

 

A3.1.2.2.d. パルプ廃液 

パルプ廃液（黒液）を使用するボイラーについては、2 施設の平均値を使用して排出係数

を設定する。 

表 A 3-15  ボイラー（パルプ廃液）の 
N2O排出係数設定に用いた個別データ及び平均排出係数 

炉形式・運転状況 燃料種 
G 

［m3N/h］ 
CO2 

［%］ 
CN2O 

［ppm］ 
EF 

［kg-N2O/TJ］ 
EFadj 

［kg-N2O/TJ］ 出典 

ボイラー（電力用）その他（圧力噴霧式）・

連続 
パルプ廃液 179000 3.0 0.13 0.070 -0.109 4 

ボイラー（電力用）その他・バッチ パルプ廃液 114000 ＊３ 10.5 0.44 ＊３ 0.419 ＊３ 0.113 26 
ボイラー（電力用）・連続 パルプ廃液 44000 4.2 0.47 0.274 0.079 30 
   4.5 0.46      
   4.6 0.46      

 パルプ廃液単純平均   0.172 -0.015  

 

排出係数の吸気補正について A3.1.3. 

わが国では、2005 年提出インベントリまで、固定発生源からの非CO2排出係数を、排出量

算定方法に関する過去の検討結果（「温室効果ガス排出量推計手法調査報告書（社団法人 大
気環境学会、1996）」等）を踏まえ、排気ガス中の濃度と吸気ガス中の濃度の差を考慮して設
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定（吸気補正）してきた。このうち、一部の排出源については、吸気ガス中に存在するCH4

またはN2Oが燃焼作用によって酸化あるいは分解され、排気ガス中の濃度が吸気ガス中の濃

度よりも低くなるとの実測データを基に、排出係数を負の値としてきた。 
しかし、2003 年訪問審査では、正確な排出量の把握の上では吸気補正の実施を行うべきだ

が、国際的な比較の観点から、1996 年改訂IPCCガイドライン及びGPG(2000)において、排出

量の算定には排気ガス中のCH4またはN2Oの実排出量に基づく正の排出係数を用いるべきと

されておりこれに従うべき、との指摘を受けた。そのため 2006 年以降提出のインベントリで

は、吸気補正は行わず、排気ガス中のCH4またはN2Oの濃度の測定値をそのまま用いた排出

係数を設定することとした。 
なお、吸気補正を実施した場合、CH4、N2O排出係数の算定式は以下のようになる。 

 
【電気炉以外の施設】 

( ){ }
GCVVMWAmC

GCVVMWAmGCEF

menv

mONCH

／／

／／

×××−

××−+×=

0

00, 1'
24

 
EF : 排出係数［kg-CH4/TJ,  kg-N2O/TJ］ 

CCH4, N2O : 排ガス中のCH4濃度、N2O濃度 ［ppm］ 
G0’ : 燃焼された燃料の理論排ガス量（乾き）［m3N/固有単位］ 
A0 : 燃焼された燃料の理論空気量［m3N /固有単位］ 
m : 空気比≡実際空気量/理論空気量［-］ 

MW : CH4の分子量（定数）=16［g/mol］ 
N2Oの分子量（定数）= 44［g/mol］ 

Vm : 理想気体 1 モルの標準状態での体積（定数）=22.4［10-3m3/mol］ 
GCV : 燃焼された燃料の高位発熱量［MJ/固有単位］ 
Cenv : CH4の環境濃度（定数）=1.80［ppm］ 

N2Oの環境濃度（定数）=0.31［ppm］（「温室効果ガス排出量推計手法調査報告書」

（大気環境学会、1996）による） 

C
m

O221
21
−

=
 

CO2
 : 排ガス中のO2濃度［%］ 

 
【電気炉】 

( ) HVMWGCCEF menvONCH ／／××−=
24 ,  

EF : 排出係数［kg-CH4/TJ,  kg-N2O/TJ］ 
CCH4, N2O : 排ガス中のCH4濃度、N2O濃度 ［ppm］ 

Cenv : 
CH4の環境濃度（定数）=1.80［ppm］ 
N2Oの環境濃度（定数）=0.31［ppm］（「温室効果ガス排出量推計手法調査報告書」

（大気環境学会、1996）による） 
G : 単位時間あたりの実測乾き排ガス量［m3N/h］ 

MW : CH4の分子量（定数）=16［g/mol］ 
N2Oの分子量（定数）= 44［g/mol］ 

Vm : 理想気体 1 モルの標準状態での体積（定数）=22.4［10-3m3/mol］ 
H : 単位時間あたりの発生熱量［MJ/h］ 

 
吸気補正を実施した場合のCH4・N2O排出係数の一覧を、参考のため表 A 3-1、表 A 3-2
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に示す。 
 

排出係数の妥当性の確認 A3.1.4. 

現在使用している各種燃料の燃焼によるN2Oの排出係数は、1990 年代に調査された実測値

により作成されたものを使用している。それ以来、省エネ技術の進歩等により燃焼条件が変

化していることに伴い排出係数が変化している可能性があること、また、排出係数を定期的

に見直す必要があることなどが算定方法検討会より指摘された。加えて、2013 年の対日審査

において専門家審査チームから、当時の測定が現在のボイラー形式・技術にも適用できるこ

とを正当化できる追加情報の提供を強く推奨された。（FCCC/ARR/2013/JPN） 
各種炉分野における排出量が大きい固体燃料を燃焼する常圧流動床炉のN2O排出係数につ

いて、実測調査を平成 21 年度に実施した。その結果、現状の排出係数と比較すると、値は同

程度であり、1990 年代の実測結果の妥当性が確認できた。 

 

図 A 3-1 1990 年代の調査結果と 2009 年の調査結果との比較 
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前駆物質等に関する算定方法 A3.2. 

我が国では、京都議定書の下で報告対象とされている温室効果ガス（CO2、CH4、N2O、

HFCs、PFCs、SF6）の他に、前駆物質等（NOX、CO、非メタン揮発性有機化合物［NMVOC］、
SO2）の排出についても算定方法を設定し、報告を行っている。以下では、算定方法を設定

した排出区分について説明を行う。 
算定方法を設定していない排出区分については、排出規模が微小と考えられるため、過去

の検討結果に従って｢NO｣または｢NE｣として報告している（場合によっては、｢IE｣として報

告している排出区分もある）。 

エネルギー分野 A3.2.1. 

 固定発生源（1.A.1., 1.A.2., 1.A.4.：NOX、CO、NMVOC、SO2） A3.2.1.1. 

A3.2.1.1.a. ばい煙発生施設等 

1） NOX、SO2 

 算定方法 
当該排出源から排出されるNOXとSO2については、環境省「大気汚染物質排出量総合調査」

に基づいて算定を行った。ただし、1996 年改訂IPCCガイドライン及び「温室効果ガスインベ

ントリにおけるグッドプラクティスガイダンス及び不確実性管理報告書」（以下、「GPG
（2000）」）との整合性を図るため、下記の操作に従って「大気汚染物質排出量総合調査」に

記載された排出量からエネルギー分野における排出量を分離した。 
1. 以下の施設種または業種からの排出量は、総てエネルギー分野において計上した。 
【施設種】［0101～0103：ボイラー］、［0601～0618：金属圧延加熱炉、金属熱処理炉、金属

鍛造炉］、［1101～1106：乾燥炉］、［2901～3202：ガスタービン、ディーゼル機関、ガス

機関、ガソリン機関］ 
【業 種】［A～D：旅館･飲食店、医療業･教育学術研究機関、浴場業、洗たく業］、［F～L：
農業･漁業、鉱業、建設業、電気業、ガス業、熱供給業、ビル暖房･その他事業場］ 

2. 上記「1.」及び［1301～1304：廃棄物焼却炉］以外の施設種または業種については、以

下の方法に従って工業プロセス分野における排出量を算定し、これを「排出量総合調査」

に記載された排出量から差し引くことによってエネルギー分野における排出量を算定し

た。 
○ NOX 

原料が［44：原料炭］または［45：原料コークス］に該当する場合は次式を用いた。 
原料炭または原料コークスからのNOX排出量（工業プロセス分野計上分）の算定式 
原料炭または原料コークスからのNOX排出量［t-NOX］ 
＝ 各原料のNOX排出係数［t-NOX/kcal］ × 各原料のエネルギー消費量［kcal］ 
×（1－脱硝率［%］） 

 
原料が［41：鉄･鉄鉱石］または［46：その他原料］に該当する場合は次式を用いた。 

鉄･鉄鉱石またはその他原料からのNOX排出量（工業プロセス分野計上分）の算定式 
鉄･鉄鉱石またはその他原料からのNOX排出量［t-NOX］ 
＝ 各原料の窒素含有量［t-NOX］ ×（1－脱硝率［%］） 

 
ただし、上式より算定された工業プロセス分野の排出量が「大気汚染物質排出量総合調査」

に記載される排出量より大きくなる場合は、記載された排出量を工業プロセス分野の排出量
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とした。また、原料のうち［42：硫化鉱］と［43：非鉄金属鉱石］については、データが殆

ど得られないため、算定対象から除外した。 
 

○ SO2 
原料（［41：鉄･鉄鉱石］～［46：その他原料］）の消費量及び硫黄含有量から工業プロセス

分野における排出量を算定し、これを「大気汚染物質排出量総合調査」に記載された排出量

から差し引くことによってエネルギー分野における排出量を算定した。 
SO2排出量（工業プロセス分野）の算定式 
SO2排出量［t-SO2］＝ 各原料の硫黄含有量［t-SO2］ ×（1－脱硫率［%］） 

 
 排出係数 

原料炭または原料コークスのNOX排出係数 
原料炭または原料コークスからのNOX排出量（工業プロセス分野）の算定に用いられる原

料分NOX排出係数は、環境省「大気汚染物質排出量総合調査」に基づいて施設種別原料種別

に設定した。 
○ 脱硝率 

脱硝率は、以下の式に従って算定した。 
脱硝率の算定式 
脱硝率［%］ 
＝脱硝効率［%］×（脱硝装置稼働時間［h/yr］／ 操炉時間［h/yr］） 
×（脱硝装置処理能力［m3/yr］ ／ 最大排ガス量［m3/yr］） 

いずれの項目とも、環境省「大気汚染物質排出量総合調査」のデータを使用。 

脱硝効率：処理前のNOX量から処理後のNOX量を差し引いた値をばい煙量で除した値 

 
○ 脱硫率 

脱硫率は、以下の式に従って算定した。 
脱硫率の算定式 
脱硫率［%］ 
＝脱硫効率［%］×（脱硫装置稼働時間［h/yr］／ 操炉時間［h/yr］） 
×（脱硫装置処理能力［m3/yr］／ 最大排ガス量［m3/yr］） 

いずれの項目とも、環境省「大気汚染物質排出量総合調査」のデータを使用。 

脱硫効率：処理前のSO2量から処理後のSO2量を差し引いた値をばい煙量で除した値 

 
 活動量 
○ 原料炭または原料コークスのエネルギー消費量 

環境省「大気汚染物質排出量総合調査」に示された原料消費量（［44：原料炭］、［45：原料

コークス］）に、高位発熱量を乗じることによって算定した。 
 

○ 鉄･鉄鉱石またはその他原料の窒素含有量 
環境省「大気汚染物質排出量総合調査」に示された原料（［41：鉄･鉄鉱石］、［46：その他

原料］）の窒素含有率及び消費量に基づいて算出された窒素含有率の加重平均値に、原料消費

量を乗じることによって算定した。 
 

○ 各種原料の硫黄含有量 
環境省「大気汚染物質排出量総合調査」に示された原料（［41：鉄･鉄鉱石］～［46：その
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他原料］）の硫黄含有率及び消費量に基づいて算出された硫黄含有率の加重平均値に、原料消

費量を乗じることによって算定した。 
 

2） CO 

 算定方法 
当該排出源から排出される CO については、施設種別のエネルギー消費量に、日本独自の

排出係数を乗じることによって、排出量を算定した。 
 排出係数 

排出係数は、大気環境学会「温室効果ガス排出量推計手法調査報告書」（1996 年）の集計

データに基づいて設定した。 
 活動量 

活動量には、資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」から求めた施設種別のエネルギー

消費量を用いた。 
 

3） NMVOC 

 算定方法 
当該排出源から排出される NMVOC については、施設種別のエネルギー消費量に、日本独

自の排出係数を乗じることによって、排出量を算定した。 
 排出係数 

排出係数は、大気環境学会「温室効果ガス排出量推計手法調査報告書」（1996 年）の集計

データに基づいて設定された施設種別燃料種別のCH4排出係数に、NMVOC排出係数を推定し

た日本環境衛生センター「地球温暖化問題への対策に関するスクリーニング調査結果報告書」

（1989 年）及び財団法人 計量計画研究所「炭化水素類排出量概要推計方法確立調査」（1984
年）に基づいて燃料種別に算定されたCH4排出係数に対するNMVOC排出係数の比を乗じるこ

とによって設定した。 
 活動量 

活動量には、資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」から求めた施設種別のエネルギー

消費量を用いた。 
 

A3.2.1.1.b. 群小施設（業務その他、製造業） 

 算定方法 
当該排出源から排出されるNOX、CO、NMVOC、SO2については、燃料種別のエネルギー

消費量に、日本独自の排出係数を乗じることによって、排出量を算定した。 
 

 排出係数 
○ NOX、SO2 

環境省「大気汚染物質排出量総合調査」に示された業種［L：ビル暖房･その他事業場］の

うち施設種［0102：暖房用ボイラー］に該当する施設について、燃料種別排出量及び燃料種

別エネルギー消費量を集計することによって、燃料種別に排出係数を設定した。 
 

○ CO 
大気環境学会「温室効果ガス排出量推計手法調査報告書」（1996 年）に基づいて設定され

た「0102：暖房用ボイラー」の排出係数を適用した。 
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○ NMVOC 

大気環境学会「温室効果ガス排出量推計手法調査報告書」（1996 年）に基づいて設定され

た「0102：暖房用ボイラー」のCH4 排出係数に、NMVOC排出係数を推定した日本環境衛生

センター「地球温暖化問題への対策に関するスクリーニング調査結果報告書」（1989 年）及

び財団法人 計量計画研究所「炭化水素類排出量概要推計方法確立調査」（1984 年）に基づい

て燃料種別に算定されたCH4排出係数に対するNMVOC排出係数の比を乗じることによって

排出係数を設定した。 
 

 活動量 
NOX、SO2は資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」の燃料種別エネルギー消費量から、

環境省「大気汚染物質排出量総合調査」によって把握された燃料種別エネルギー消費量を差

し引くことによって、群小施設の燃料種別エネルギー消費量を算定した。ただし、「排出量総

合調査」に示された活動量が「総合エネルギー統計」に示される活動量よりも大きい場合は、

当該活動量をゼロとした。なお、対象とする燃料種は、都市ガス、LPG、灯油、A重油とし

た。 
CO、NMVOC は資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」から求めたエネルギー消費量を

用いた。 
 

A3.2.1.1.c. 家庭 

 算定方法 
当該排出源から排出されるNOX、CO、NMVOC、SO2については、燃料種別のエネルギー

消費量に、日本独自の排出係数またはIPCCデフォルト排出係数を乗じることによって、排出

量を算定した。 
 排出係数 
○ NOX 

固体燃料（一般炭、練豆炭）については、1996 年改訂 IPCC ガイドラインに示されたデフ

ォルト値を高位発熱量換算した値を用いた。 
液体燃料（灯油）及び気体燃料（LPG、都市ガス）については、環境庁大気保全局「群小

発生源対策検討会報告書」（1996 年）において算定された用途別燃料種別の排出係数を用い

た。なお、報告書では、家庭用ガス機器メーカーへのアンケート調査及び業界ヒアリング等

より得られた機器別のNOX排出濃度を普及台数で加重平均することによって排出係数が算定

されている。 
 

○ CO 
固体燃料（一般炭、練豆炭）については、1996 年改訂 IPCC ガイドラインに示されたデフ

ォルト値を高位発熱量換算した値を用いた。 
液体燃料（灯油）及び気体燃料（LPG、都市ガス）については、財団法人 計量計画研究所

「平成８年度前駆物質排出目録検討調査報告書」（1997 年）に記載された用途別燃料種別の

排出係数を用いた。なお、報告書では、東京都、横浜市、千葉県の実測値を用いて、排出係

数を用途別燃料種別にまとめている。 
 

○ NMVOC 
固体燃料（一般炭、練豆炭）、液体燃料（灯油）、気体燃料（LPG、都市ガス）を対象に、
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1996 年改訂 IPCC ガイドラインに示されたデフォルト値を高位発熱量換算した値を用いた。 
 

○ SO2 
固体燃料（一般炭、練豆炭）については、1996 年改訂 IPCC ガイドラインに示されたデフ

ォルト値を高位発熱量換算した値を用いた。 
液体燃料（灯油）については、石油連盟資料に示された灯油の燃料性状に基づき、エネル

ギー消費量、比重、硫黄含有量より排出係数を算定した。 
 

 活動量 
活動量には、資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」の民生部門－家庭用の燃料種別消

費量を用いた。対象とする燃料種は、一般炭、練豆炭、灯油、LPG、都市ガスとした。なお、

家庭における用途別の燃料消費量は「エネルギー・経済統計要覧」（日本エネルギー経済研究

所）の世帯あたり用途別エネルギー源別消費量の構成比を用いている。 
 

A3.2.1.1.d. エネルギー利用、エネルギー回収を伴う廃棄物の燃焼 

エネルギー利用、エネルギー回収を伴う廃棄物の燃焼に伴うNOX、CO、NMVOC、SO2の

排出については、該当する 1.A.1/2 の細区分においてOther Fuelsの欄で報告を行っている。算

定方法、排出係数、活動量についての説明は本章「A3.1.6. 廃棄物分野」にまとめて記載して

いる。 
 

 移動発生源（1.A.3.：NOX、CO、NMVOC、SO2） A3.2.1.2. 

A3.2.1.2.a. 自動車（1.A.3.b.） 

1） NOX、CO、NMVOC 

 算定方法 
当該排出源から排出されるNOX、CO、NMVOCについては、車両区分別燃料種別の年間走

行量に、日本独自の排出係数を乗じることによって、排出量を算定した。 
 排出係数 

排出係数については、車両区分別燃料種別の実測データ（環境省調べ）に基づいて設定し

た。ただし、NMVOC の排出係数については、THC（全炭化水素）の排出係数（環境省調べ）

に、THC 排出量に対する NMVOC 排出量の割合（環境省調べ）を乗じることによって算定し

た。 

表 A 3-16 自動車のNOX排出係数 

  
（出典）環境省調べ 

燃料種 車両種 単位 1990 1995 2000 2005 2008 2009 2010 2011 2012
軽乗用車 g-NOx/km 0.230 0.159 0.157 0.079 0.045 0.035 0.027 0.020 0.016

乗用車（LPG含む） g-NOx/km 0.237 0.203 0.199 0.080 0.047 0.037 0.028 0.021 0.016

軽貨物車 g-NOx/km 0.873 0.658 0.375 0.200 0.128 0.106 0.089 0.076 0.066
小型貨物車 g-NOx/km 1.115 0.897 0.478 0.087 0.042 0.032 0.025 0.020 0.016
普通貨物車 g-NOx/km 1.833 1.093 0.560 0.162 0.061 0.043 0.032 0.026 0.022
バス g-NOx/km 4.449 3.652 2.438 0.090 0.052 0.040 0.034 0.030 0.026
特殊用途車 g-NOx/km 1.471 0.873 0.429 0.121 0.052 0.037 0.029 0.024 0.020
乗用車 g-NOx/km 0.636 0.526 0.437 0.448 0.384 0.361 0.339 0.312 0.279
小型貨物車 g-NOx/km 1.326 1.104 1.005 1.009 0.829 0.744 0.658 0.580 0.506
普通貨物車 g-NOx/km 5.352 4.586 4.334 4.497 4.028 3.759 3.422 3.115 2.788
バス g-NOx/km 4.226 3.830 3.597 4.070 3.502 3.212 2.880 2.615 2.378
特殊用途車 g-NOx/km 3.377 2.761 2.152 3.626 3.164 2.923 2.633 2.381 2.129

ガソリン

軽油
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表 A 3-17  自動車の CO 排出係数 

 
（出典）環境省調べ 

表 A 3-18  自動車の NMVOC 排出係数 

 
上段：THC の排出係数 

中段：THC 排出量に対する NMVOC 排出量の割合 

下段：NMVOC の排出係数 

（出典）環境省調べ 

 
 活動量 

活動量には、国土交通省「自動車輸送統計年報」に示された車両区分別の走行距離に、燃

料消費量と燃費から算出される燃料種別の走行距離割合を乗じることによって算定した、車

両区分別燃料種別の年間走行量を用いた。 

燃料種 車両種 単位 1990 1995 2000 2005 2008 2009 2010 2011 2012
軽乗用車 g-CO/km 1.749 1.549 1.543 0.971 0.692 0.607 0.537 0.483 0.444

乗用車（LPG含む） g-CO/km 2.325 2.062 2.034 0.936 0.667 0.582 0.509 0.452 0.411

軽貨物車 g-CO/km 10.420 8.540 5.508 2.773 2.032 1.887 1.787 1.729 1.691
小型貨物車 g-CO/km 9.656 10.079 8.309 2.075 1.013 0.785 0.607 0.475 0.380
普通貨物車 g-CO/km 12.624 10.601 8.950 3.616 1.601 1.208 0.941 0.796 0.683
バス g-CO/km 26.209 25.079 21.938 2.072 1.320 1.140 1.066 0.976 0.928
特殊用途車 g-CO/km 12.466 10.666 8.924 2.298 1.138 0.886 0.746 0.656 0.580
乗用車 g-CO/km 0.480 0.432 0.429 0.374 0.317 0.288 0.258 0.224 0.192
小型貨物車 g-CO/km 0.975 0.896 0.808 0.601 0.413 0.343 0.284 0.240 0.204
普通貨物車 g-CO/km 3.221 2.988 2.440 2.042 1.437 1.205 0.995 0.829 0.670
バス g-CO/km 2.579 2.534 2.200 2.035 1.386 1.131 0.913 0.761 0.638
特殊用途車 g-CO/km 2.109 1.893 1.297 1.601 1.075 0.881 0.713 0.592 0.479

ガソリン

軽油

燃料種 車両種 単位 1990 1995 2000 2005 2008 2009 2010 2011 2012
g-HC/km 0.128 0.050 0.048 0.043 0.027 0.023 0.019 0.017 0.014

% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60%
g-NMVOC/km 0.077 0.030 0.029 0.026 0.016 0.014 0.012 0.010 0.009

g-HC/km 0.189 0.112 0.104 0.030 0.020 0.017 0.015 0.012 0.011
% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60%

g-NMVOC/km 0.113 0.067 0.062 0.018 0.012 0.010 0.009 0.007 0.006
g-HC/km 1.058 0.610 0.274 0.151 0.096 0.079 0.066 0.057 0.050

% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60%
g-NMVOC/km 0.635 0.366 0.165 0.091 0.058 0.048 0.040 0.034 0.030

g-HC/km 1.188 0.882 0.346 0.068 0.030 0.022 0.017 0.013 0.010
% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60%

g-NMVOC/km 0.713 0.529 0.208 0.041 0.018 0.013 0.010 0.008 0.006
g-HC/km 1.658 0.959 0.471 0.103 0.043 0.029 0.020 0.016 0.013

% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60%
g-NMVOC/km 0.995 0.575 0.283 0.062 0.026 0.018 0.012 0.010 0.008

g-HC/km 3.604 3.164 2.193 0.065 0.029 0.023 0.020 0.017 0.015
% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 160% 160%

g-NMVOC/km 2.162 1.899 1.316 0.039 0.017 0.014 0.012 0.027 0.024
g-HC/km 1.619 0.786 0.317 0.081 0.035 0.025 0.020 0.017 0.014

% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60%
g-NMVOC/km 0.972 0.472 0.190 0.048 0.021 0.015 0.012 0.010 0.009

g-HC/km 0.109 0.098 0.097 0.089 0.078 0.072 0.066 0.059 0.052
% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60%

g-NMVOC/km 0.065 0.059 0.058 0.053 0.047 0.043 0.040 0.036 0.031
g-HC/km 0.389 0.343 0.258 0.206 0.119 0.090 0.067 0.050 0.037

% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60%
g-NMVOC/km 0.233 0.206 0.155 0.124 0.071 0.054 0.040 0.030 0.022

g-HC/km 1.634 1.488 1.040 0.753 0.488 0.394 0.315 0.254 0.200
% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60%

g-NMVOC/km 0.980 0.893 0.624 0.452 0.293 0.237 0.189 0.153 0.120
g-HC/km 1.273 1.255 0.995 0.807 0.495 0.381 0.291 0.233 0.189

% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60%
g-NMVOC/km 0.764 0.753 0.597 0.484 0.297 0.229 0.175 0.140 0.113

g-HC/km 1.101 0.965 0.526 0.575 0.350 0.276 0.216 0.174 0.138
% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60% 60%

g-NMVOC/km 0.661 0.579 0.316 0.345 0.210 0.165 0.129 0.105 0.083

軽油

軽乗用車

乗用車（LPG含む）

軽貨物車

小型貨物車

普通貨物車

バス

特殊用途車

乗用車

小型貨物車

普通貨物車

バス

特殊用途車

ガソリン
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2） SO2 

 算定方法 
当該排出源から排出されるSO2については、車両区分別燃料種別の燃料消費量に、日本独

自の排出係数を乗じることによって、排出量を算定した。 
 排出係数 

排出係数には、燃料種別の硫黄含有率（重量比）を用いた。 
 活動量 

活動量には、国土交通省「自動車輸送統計年報」に示された車両区分別燃料種別の燃料消

費量に、燃料種別の比重を乗じて、重量単位に換算した値を用いた。 
 完全性 

天然ガス自動車、二輪車からのNOX、CO、NMVOC、SO2排出については「NE」として報

告する。 

表 A 3-19  燃料種別の硫黄含有率（重量比） 

 
（出典）ガソリン、LPG：財団法人 計量計画研究所調べ 

軽油：石油連盟調べ 

 

A3.2.1.2.b. 航空機（1.A.3.a.：NOX、CO、NMVOC） 

 算定方法 
当該排出源から排出されるNOX、CO、NMVOCについては、低位発熱量換算した燃料消費

量に、1996 年改訂IPCCガイドラインに示された排出係数のデフォルト値を乗じることによっ

て、排出量を算定した。 
 排出係数 

1996 年改訂 IPCC ガイドラインに示された「Jet and Turboprop Aircraft」のデフォルト値を

用いた。 

表 A 3-20  航空機の IPCC デフォルト排出係数 
ガス 排出係数［g/MJ］ 
NOX 0.29 
CO 0.12 

NMVOC 0.018 
（出典）1996 年改訂 IPCC ガイドライン Volume 3、Page 1.89、Table 1-47 

 
 活動量 

活動量には、国土交通省「航空輸送統計年報」に示されたジェット燃料消費量（国内定期、

その他［コミューター航空、遊覧、貸切など］）を低位発熱量換算した値を用いた。 
 完全性 

航空ガソリンの消費に伴うNOX、CO、NMVOC排出については「NE」として報告する。 
 

燃料種 1990 1995 2000 2005 2008 2009 2010 2011 2012
ガソリン % 0.008% 0.008% 0.008% 0.008% 0.008% 0.008% 0.008% 0.008% 0.008%
軽油 % 0.350% 0.136% 0.136% 0.136% 0.136% 0.136% 0.136% 0.136% 0.136%
LPG % 0.002% 0.002% 0.002% 0.002% 0.002% 0.002% 0.002% 0.002% 0.002%
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A3.2.1.2.c. 船舶（1.A.3.d.：NOX、CO、NMVOC、SO2） 

1） NOX、CO、NMVOC 

 算定方法 
当該排出源から排出されるNOX、CO、NMVOCについては、低位発熱量換算した燃料消費

量に、1996 年改訂IPCCガイドラインに示された排出係数のデフォルト値を乗じることによっ

て、排出量を算定した。 
 排出係数 

1996 年改訂 IPCC ガイドラインに示された「Ocean-Going Ships」のデフォルト値を用いた。 

表 A 3-21  船舶の IPCC デフォルト排出係数 
ガス 排出係数［g/MJ］ 
NOX 1.8 
CO 0.18 

NMVOC 0.052 
（出典）1996 年改訂 IPCC ガイドライン Volume 3、Page 1.90、Table 1-48 

 
 活動量 

活動量には、資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」に示された船舶の燃料種別燃料消

費量（軽油、A 重油、B 重油、C 重油）を低位発熱量換算した値を用いた。なお、当該デー

タは、国土交通省「交通関係エネルギー要覧」に示される海運（内航［旅客、貨物］）の値を

原統計としている。 
 

2） SO2 

 算定方法 
当該排出源から排出されるSO2については、燃料消費量に排出係数を乗じて、排出量を算

定した。 
 排出係数 

船舶の燃料の比重、燃料中のS分（硫黄分）、及びSO2とSの分子量比の積を排出係数とした。

燃料中のS分は法律及び日本工業規格で規制されており、規制値をS分として引用した。 

表 A 3-22  船舶の燃料の比重と S 分 
燃料 比重［kg/l］ S 分［質量％］ 
軽油 0.83 0.001 

A 重油 0.84 2.0 
B 重油 0.91 3.0 
C 重油 0.93 3.5 

（出典）軽油の S 分：揮発油等の品質の確保に関する法律 

各重油の S 分：日本工業規格 JIS K2205 

比重：窒素酸化物総量規制マニュアル〔新版〕 

 
 活動量 

活動量には、資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」に示された船舶の燃料種別燃料消

費量（軽油、A 重油、B 重油、C 重油）を用いた。なお、当該データは、国土交通省「交通

関係エネルギー要覧」に示される海運（内航［旅客、貨物］）の値を原統計としている。 
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A3.2.1.2.d. 鉄道（1.A.3.c.：NOX、CO、NMVOC） 

 算定方法 
当該排出源から排出されるNOX、CO、NMVOCについては、低位発熱量換算した燃料消費

量に、1996 年改訂IPCCガイドラインに示された排出係数のデフォルト値を乗じることによっ

て、排出量を算定した。 
 排出係数 

1996 年改訂 IPCC ガイドラインに示された「Locomotives」のデフォルト値を用いた。 

表 A 3-23  鉄道の IPCC デフォルト排出係数 
ガス 排出係数［g/MJ］ 
NOX 1.8 
CO 0.61 

NMVOC 0.13 
（出典）1996 年改訂 IPCC ガイドライン Volume 3、Page 1.89、Table 1-47 

 
 活動量 

活動量には、資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」に示された鉄道の軽油消費量を用

いた。 
 

 燃料からの漏出（1.B.：NMVOC） A3.2.1.3. 

A3.2.1.3.a. 製油所における漏出 

 算定方法 
当該排出源から排出される NMVOC については、製油所設備能力（BPSD：常圧蒸留装置

における１稼働日当りの石油製品生産量）に、日本独自の排出係数及び年間稼働日数を乗じ

ることによって、排出量を算定した。 
 排出係数 

排出係数は、資源エネルギー庁「石油産業における炭化水素ベーパー防止トータルシステ

ム研究調査報告書」（1975 年）に基づき、0.05767［g-NMVOC/BPSD］と設定した。また、常

圧蒸留装置の年間稼働日数は、350 日と設定した。 
 活動量 

活動量には、経済産業省の調査結果に基づく常圧蒸留装置における１稼働日当りの石油製

品生産量（BPSD）を用いた。 
 

A3.2.1.3.b. 潤滑油の製造 

 算定方法 
当該排出源から排出される NMVOC については、潤滑油の国内向販売量に、トルエン及び

メチルエチルケトンの日本独自の排出係数を乗じることによって、排出量を算定した。 
 排出係数 

横浜市の内部資料に基づき、トルエンとメチルエチルケトンのそれぞれについて排出係数

を設定した。 
 



別添 3 その他の排出・吸収区分における算定方法 
 

National Greenhouse Gas Inventory Report of Japan 2014                                             別添 3-21 

CGER-IXXX-2014, CGER/NIES 

表 A 3-24  潤滑油製造におけるトルエンとメチルエチルケトンの排出係数 
ガス 排出係数［g/kl］ 

トルエン 333.2 
メチルエチルケトン 415.5 

（出典）横浜市内部資料 

 
 活動量 

活動量には、経済産業省「資源・エネルギー統計年報」に示された潤滑油の国内向販売量

を用いた。 
 

A3.2.1.3.c. 貯蔵施設における漏出 

 算定方法 
当該排出源から排出される NMVOC については、全年度の排出量が、1983 年度の製油所と

油槽所･基地におけるコーンルーフ型貯蔵タンクの呼吸ロス量及び受入ロス量、フローティン

グルーフ型貯蔵タンクの払出ロス量（石油連盟調べ）に等しいとして算定した。 
 排出係数 

排出係数は設定していない。 
 活動量 

活動量は使用していない。 
 

A3.2.1.3.d. 出荷施設における漏出 

 算定方法 
当該排出源から排出される NMVOC については、船舶及びローリー･貨車における 1983 年

度の NMVOC 排出量に、石油製品の出荷量または国内向販売量の 1983 年度比を乗じること

によって算定した。 
 排出係数 

排出係数は設定していない。 
 活動量 

活動量には、経済産業省「資源･エネルギー統計年報」に示された原油の非精製用出荷量、

ガソリン国内向販売量、ガソリン輸出量、ナフサ国内向販売量、ナフサ輸出量、ジェット燃

料油国内向販売量、ジェット燃料油輸出量を用いた。NMVOC 排出源と活動量の対応関係は

以下の通りである。 

表 A 3-25  NMVOC 排出源と活動量の対応関係 
NMVOC 排出源 算定に用いた活動量 

船舶 

原油 非精製用出荷量 

ガソリン 
ガソリン国内向販売量 
ガソリン輸出量 

ナフサ 
ナフサ国内向販売量 
ナフサ輸出量 

ジェット燃料油 
ジェット燃料油国内向販売量 
ジェット燃料油輸出量 

ローリー・貨車 
ガソリン ガソリン国内向販売量 
ナフサ ナフサ国内向販売量 
ジェット燃料油 ジェット燃料油国内向販売量 
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A3.2.1.3.e. 給油所における漏出 

 算定方法 
当該排出源から排出される NMVOC については、ガソリンの国内向販売量に、燃料受入時

及び給油時の日本独自の排出係数を乗じ、ベーパーリターン施設による燃料受入時の漏出防

止分を差し引くことによって、排出量を算定した。 
 排出係数 

資源エネルギー庁「石油産業における炭化水素ベーパー防止トータルシステム研究調査報

告書」（1975 年）に基づき、燃料受入時及び給油時のそれぞれについて排出係数を設定した。 

表 A 3-26  給油所における燃料受入時及び給油時の排出係数 
 排出係数［kg/kl］ 

燃料受入時 1.08 
給油時 1.44 

（出典）資源エネルギー庁「石油産業における炭化水素ベーパー防止トータルシステム研究調査報告書」（1975 年） 

 
 活動量 

活動量には、経済産業省「資源･エネルギー統計年報」に示されたガソリン国内向販売量（自

動車用）を用いた。 
ベーパーリターン施設による燃料受入時の漏出防止分は、以下の式に従って算定した。な

お、各データは経済産業省「資源・エネルギー統計年報」に示された値を用いた。ただし、

2001 年度以降のガソリンスタンド数については、揮発油等の品質の確保等に関する法律に基

づく登録給油所数とした。 
ベーパーリターン施設による燃料受入時の漏出防止分の算定式 
ベーパーリターン施設による燃料受入時の漏出防止分［t］ 
＝ Σ都道府県｛（都道府県別ガソリン販売量［Ml］×燃料受入時の排出係数［kg/kl］） 
×（都道府県別ベーパーリターン施設設置ガソリンスタンド数 
／都道府県別ガソリンスタンド数）｝ 

 

工業プロセス分野 A3.2.2. 

 鉱物製品、化学産業、金属の生産、その他製品の製造（2.A.、2.B.、2.C.、2.D.：NOX、A3.2.2.1. 
SO2） 

 算定方法 
当該排出源から排出されるNOXとSO2については、以下に示す施設種または業種に該当し

ないものを対象に、工業プロセス分野における排出量を分離することによって算定した。 
【施設種】［0101～0103：ボイラー］、［0601～0618：金属圧延加熱炉、金属熱処理炉、金属

鍛造炉］、［1101～1106：乾燥炉］、［1301～1304：廃棄物焼却炉］、［2901～3202：ガスタ

ービン、ディーゼル機関、ガス機関、ガソリン機関］ 
【業 種】［A～D：旅館･飲食店、医療業･教育学術研究機関、浴場業、洗たく業］、［F～L：
農業･漁業、鉱業、建設業、電気業、ガス業、熱供給業、ビル暖房･その他事業場］ 

○ NOX 
原料が［44：原料炭］または［45：原料コークス］に該当する場合は次式を用いた。 



別添 3 その他の排出・吸収区分における算定方法 
 

National Greenhouse Gas Inventory Report of Japan 2014                                             別添 3-23 

CGER-IXXX-2014, CGER/NIES 

原料炭または原料コークスからのNOX排出量（工業プロセス分野）の算定式 
原料炭または原料コークスからのNOX排出量［t-NOX］ 
＝ 各原料のNOX排出係数［t-NOX/kcal］× 各原料のエネルギー消費量［kcal］ 
×（1－脱硝率［%］） 

 
原料が［41：鉄･鉄鉱石］または［46：その他原料］に該当する場合は次式を用いた。 

鉄･鉄鉱石またはその他原料からのNOX排出量（工業プロセス分野）の算定式 
鉄･鉄鉱石またはその他原料からのNOX排出量［t-NOX］ 
＝ 各原料の窒素含有量［t-NOX］ ×（1－脱硝率［%］） 

 
ただし、上式より算定された工業プロセス分野の排出量が「排出量総合調査」に記載され

る排出量より大きくなる場合は、記載された排出量を工業プロセス分野の排出量とした。ま

た、原料のうち［42：硫化鉱］と［43：非鉄金属鉱石］については、データがほとんど得ら

れないため、算定対象から除外した。 
 

○ SO2 
原料（［41：鉄･鉄鉱石］～［46：その他原料］）の消費量及び硫黄含有量から工業プロセス

分野における排出量を算定した。 
SO2排出量（工業プロセス分野）の算定式 
SO2排出量［t-SO2］＝ 各原料の硫黄含有量［t-SO2］ ×（1－脱硫率［%］） 

 
 排出係数 

原料炭または原料コークスのNOX排出係数 
原料炭または原料コークスからのNOX排出量の算定に用いられる各原料のNOX排出係数は、

環境省「大気汚染物質排出量総合調査」に基づいて施設種別原料種別に設定した。 
 

○ 脱硝率 
脱硝率は、以下の式に従って算定した。 

脱硝率の算定式 
脱硝率［%］ 
＝脱硝装置稼働効率［%］×（脱硝装置稼働時間［h/yr］／ 操炉時間［h/yr］） 
×（脱硝装置処理能力［m3/yr］／ 最大排ガス量［m3/yr］） 

いずれの項目とも、環境省「大気汚染物質排出量総合調査」のデータを使用。 

脱硝効率：処理前のNOX量から処理後のNOX量を差し引いた値をばい煙量で除した値 

 
○ 脱硫率 

脱硫率は、以下の式に従って算定した。 
脱硫率の算定式 
脱硫率［%］ 
＝脱硫装置稼働効率［%］×（脱硫装置稼働時間［h/yr］／ 操炉時間［h/yr］） 
×（脱硫装置処理能力［m3/yr］／ 最大排ガス量［m3/yr］） 

いずれの項目とも、環境省「大気汚染物質排出量総合調査」のデータを使用。 

脱硝効率：処理前のNOX量から処理後のNOX量を差し引いた値をばい煙量で除した値 
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 活動量 
○ 原料炭または原料コークスのエネルギー消費量 

環境省「大気汚染物質排出量総合調査」に示された原料消費量（［44：原料炭］、［45：原料

コークス］）に、高位発熱量を乗じることによって算定した。 
 

○ 鉄･鉄鉱石またはその他原料の原料分窒素含有量 
環境省「大気汚染物質排出量総合調査」に示された原料（［41：鉄･鉄鉱石］、［46：その他

原料］）の窒素含有率及び消費量に基づいて算出された窒素含有率の加重平均値に、原料消費

量を乗じることによって算定した。 
 

○ 各種原料の原料分硫黄含有量 
環境省「大気汚染物質排出量総合調査」に示された原料（［41：鉄･鉄鉱石］～［46：その

他原料］）の硫黄含有率及び消費量に基づいて算出された硫黄含有率の加重平均値に、原料消

費量を乗じることによって算定した。 
 

 その他（2.G.：NMVOC） A3.2.2.2. 

A3.2.2.2.a. 石油化学製品の製造 

 算定方法 
石油化学製品の製造に伴って排出される NMVOC については、石油化学製品の種類別生産

量に、日本独自の排出係数を乗じることによって、排出量を算定した。 
 排出係数 

財団法人 計量計画研究所「炭化水素類発生源基礎解析検討調査報告書」（1987 年）に基づ

いて排出係数を設定した。 

表 A 3-27  石油化学製品の種類別の NMVOC 排出係数 
石油化学製品 排出係数［kg/t］ 

プロピレンオキサイド 0.828 
塩化ビニルモノマー 3.288 
スチレンモノマー 0.529 

酢酸ビニル 1.299 
B.T.X. 0.080 

エチレンオキサイド 0.421 
アクリロニトリル 1.035 

ブタジエン 0.210 
中低圧法ポリエチレン 1.851 
高圧法ポリエチレン 1.088 

ABS、AS 樹脂 1.472 
合成ゴム 0.248 

アセトアルデヒド 0.016 
テレフタル酸 0.534 
ポリプロピレン 2.423 

エチレン・プロピレン 0.016 
（出典）財団法人 計量計画研究所「炭化水素類発生源基礎解析検討調査報告書」（1987 年） 

 
 活動量 

活動量には、経済産業省「化学工業統計年報」に示された石油化学製品の種類別生産量を

用いた。 
 



別添 3 その他の排出・吸収区分における算定方法 
 

National Greenhouse Gas Inventory Report of Japan 2014                                             別添 3-25 

CGER-IXXX-2014, CGER/NIES 

A3.2.2.2.b. 化学製品貯蔵施設 

 算定方法 
化学製品貯蔵施設から排出される NMVOC については、全年度の排出量が財団法人 計量

計画研究所「炭化水素類発生源基礎解析検討調査報告書」（1987 年）に示された 1983 年度の

「石油化学」及び「その他」の排出量に等しいとして算定した。なお、「石油化学」では化学

基礎品一般（化学工業原料用）を、「その他」では溶剤等（主として出荷先用途が原料用以外）

を取り扱っている。 
 排出係数 

排出係数は設定していない。 
 活動量 

活動量は設定していない。 
 

A3.2.2.2.c. 化学製品出荷施設 

 算定方法 
化学製品出荷施設から排出される NMVOC については、全年度の排出量が財団法人 計量

計画研究所「炭化水素類発生源基礎解析検討調査報告書」（1987 年）に示された 1983 年度の

「石油化学」及び「その他」の排出量に等しいとして算定した。なお、「石油化学」では化学

基礎品一般（化学工業原料用）を、「その他」では溶剤等（主として出荷先用途が原料用以外）

を取り扱っている。 
 排出係数 

排出係数は設定していない。 
 活動量 

活動量は設定していない。 
 

溶剤その他製品の利用分野 A3.2.3. 

 塗料（3.A.：NMVOC） A3.2.3.1. 

 算定方法 
塗装用溶剤の使用に伴って排出される NMVOC については、塗装用溶剤使用量に、NMVOC

排出率（NMVOC が除去されずに大気中へ排出される割合）を乗じることによって、排出量

を算定した。 
 排出係数 

NMVOC 除去率の環境省推計値（7.46%、1983 年度）に基づいて算定された NMVOC 排出

率（92.54［%］＝100［%］－7.46［%］）を用いた。 
 活動量 

塗装用溶剤使用量については、社団法人 日本塗料工業会「塗料産業における VOC の現状

と将来像」に示された 1990 年の種類別塗装用溶剤使用量に、経済産業省「化学工業統計年報」

に示される塗料生産用溶剤消費量の 1990 年比を乗じることによって算定した種類別塗装用

溶剤使用量を用いた。ただし、2002 年以降の塗料生産用溶剤消費量は統計廃止により把握で

きないため、2001 年の値で代替した。 
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X 年における塗装用溶剤の使用量の算定式 
X 年における塗装用溶剤の使用量［t］ 
 ＝1990 年における塗装用溶剤の使用量［t］ 
×（X 年における塗料生産用溶剤の消費量［t］ 
／1990 年における塗料生産用溶剤の消費量［t］） 

表 A 3-28  算定に用いた塗装用溶剤及び塗料生産用溶剤の対応関係 
塗装用溶剤の種類 算定に用いた塗料生産用溶剤の種類 
脂肪族系炭化水素 ミネラルスピリット 
脂環族系炭化水素 トルエン、キシレン及びその他の芳香族 
芳香族系炭化水素 トルエン、キシレン及びその他の芳香族 
石油系混合溶剤 ミネラルスピリット 

アルコール系溶剤 アルコール系 
エーテル・エーテルアルコール系溶剤 アルコール系 

エステル系溶剤 エステル系 
ケトン系溶剤 ケトン系 
塩素系溶剤 高沸点溶剤 

その他の非塩素系溶剤 高沸点溶剤 
 

 脱脂洗浄及びドライクリーニング（3.B.：NMVOC） A3.2.3.2. 

A3.2.3.2.a. 脱脂洗浄（金属洗浄） 

 算定方法 
脱脂洗浄に伴って排出される NMVOC については、脱脂洗浄に用いられる有機溶剤（トリ

クロルエチレン及びテトラクロロエチレン）の使用量に、日本独自の排出係数を乗じること

によって、排出量を算定した。 
 排出係数 

財団法人 計量計画研究所「炭化水素類固定発生源対策調査報告書」（1991 年）に示された

1983 年の溶剤出荷量及び NMVOC 排出量に基づき、排出係数を出荷量に対する排出量の比率

（0.66［Mg/t］＝88,014/133,000）として設定した。 
 活動量 

経済産業省「化学工業統計年報」に示されたトリクロルエチレンとテトラクロロエチレン

の販売数量に、パークロ協会資料に示された 1983 年度の有機塩素系３溶剤の用途別出荷量に

おける「金属洗浄」の割合（0.2＝11,266/56,350）を乗じることによって、有機溶剤使用量を

算出した。 
 

A3.2.3.2.b. ドライクリーニング 

 算定方法 
ドライクリーニングに伴って排出される NMVOC については、ドライクリーニングに用い

られる溶剤（石油系溶剤及びテトラクロロエチレン）の使用量が NMVOC 排出量に等しいと

して、排出量を算定した。 
 排出係数 

ドライクリーニングに用いられる溶剤は、その全量が大気中に放出されると仮定したため、

排出係数は設定していない。 
 活動量 

1990 年度及び 1991 年度の石油系溶剤及びテトラクロロエチレンの使用量については、ク

リーニング総合研究所の推計値を用いた。 
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1992 年度以降の石油系溶剤及びテトラクロロエチレンの使用量については、溶剤使用量が

機械稼働台数に比例すると仮定した上で、以下の算定式に従って算出した。 
 

X 年における溶剤使用量の算定式 
X 年における溶剤使用量［t］ 

＝Σ石油系溶剤,テトラクロロエチレン｛1991 年の石油系溶剤またはテトラクロロエチレン使用量［t］ 
×（X 年の機械稼働台数／1991 年の機械稼働台数）｝ 

 

 化学工業製品、製造及び工程（3.C.：NMVOC） A3.2.3.3. 

A3.2.3.3.a. 塗料製造 

 算定方法 
塗料製造に伴って排出される NMVOC については、原料である溶剤の使用量に、日本独自

の排出係数を乗じることによって、排出量を算定した。 
 排出係数 

環境庁大気保全局「炭化水素類排出抑制マニュアル」（1982 年）に基づいて、排出係数を

設定した。 

表 A 3-29  塗料原料として取り扱われる溶剤の排出係数 
溶剤 排出係数［％］ 

トルエン 0.3 
キシレン 0.2 

その他の芳香族 0.2 
ミネラルスピリット 0.2 

アルコール系 0.3 
エステル系 0.3 

メチルイソブチルケトン 0.3 
その他のケトン 0.2 
高沸点溶剤 0.1 

（出典）環境庁大気保全局「炭化水素類排出抑制マニュアル」（1982 年） 

 
 活動量 

活動量には、経済産業省「化学工業統計年報」に示された塗料原料としての各種溶剤使用

量を用いた。ケトン系溶剤の使用量は、環境庁大気保全局「炭化水素類排出抑制マニュアル」

（1982 年）におけるヒアリング結果に基づいて、「メチルイソブチルケトン」と「その他の

ケトン」に配分した（メチルイソブチルケトンの配分比率は約 63%）。なお、2002 年以降の

溶剤使用量は統計廃止により把握できないため、2001 年の値で代替した。 
 

A3.2.3.3.b. 印刷インキ製造 

 算定方法 
印刷インキ製造に伴って排出される NMVOC については、原料である溶剤の使用量に、日

本独自の排出係数を乗じることによって、排出量を算定した。 
 排出係数 

環境省の調査結果又は財団法人 計量計画研究所「炭化水素類発生源基礎解析検討調査報告

書」（1987 年）に基づいて、排出係数を設定した。 
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表 A 3-30  印刷インキの原料として取り扱われる溶剤の排出係数 
溶剤 排出係数 

石油系a) 0.00033 
芳香族a) 0.00108 

アルコール系a) 0.00105 
エステル・エーテル系b) 0.00117 

（出典）a：環境省調べ 

b：財団法人 計量計画研究所「炭化水素類発生源基礎解析検討調査報告書」（1987 年） 

 活動量 
活動量には、経済産業省「化学工業統計年報」に示された印刷インキ原料としての各種溶

剤使用量を用いた。なお、2002 年以降の溶剤使用量は統計廃止により把握できないため、2001
年の値で代替した。 

A3.2.3.3.c. 印刷用溶剤使用 

 算定方法 
印刷用溶剤使用に伴って排出される NMVOC については、「炭化水素類発生源基礎解析検

討調査」（計量計画研究所、1987 年）に示された 1983 年度における溶剤別 NMVOC 排出量に、

溶剤別出荷量の 1983 年度比を乗じることによって算定した。 
 排出係数 

0.3 に設定した。 
 活動量 

活動量には、経済産業省「化学工業統計年報」に示された各印刷インキの出荷量を用いた。

なお、一部の印刷インキについては、統計廃止により 2002 年以降の溶剤使用量が把握できな

いため、2001 年の値で代替した。 
 

A3.2.3.3.d. ポリエチレンラミネート加工 

 算定方法 
ポリエチレンラミネート加工に伴って排出される NMVOC については、全年度の排出量が

財団法人 計量計画研究所「炭化水素類発生源基礎解析検討調査報告書」（1987 年）に示され

た 1983 年度の排出量に等しいとして算定した。 
 排出係数 

排出係数は設定していない。 
 活動量 

活動量は設定していない。 
 

A3.2.3.3.e. 溶剤系接着剤の使用 

 算定方法 
溶剤系接着剤の使用に伴って排出されるNMVOCについては、接着剤に用いられる溶剤（キ

シレン、トルエン）の使用量が NMVOC 排出量に等しいとして、排出量を算定した。 
 排出係数 

接着剤に用いられる溶剤は、その全量が大気中に放出されると仮定したため、排出係数は

設定していない。 
 活動量 

接着剤に用いられる溶剤使用量は、日本接着剤工業会「接着剤実態調査報告書」に示され

た接着剤の種類別出荷量（暦年値）に、日本接着剤工業会「接着剤実態調査報告書」に示さ
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れた種類別溶剤含有率を乗じることによって算定した。 

表 A 3-31  接着剤の種類別溶剤含有率 
接着剤 溶剤含有率［％］ 

酢酸ビニル樹脂系溶剤形接着剤 65 
その他の樹脂系溶剤形接着剤 50 

CR 系溶剤形接着剤 71 
その他の合成ゴム系溶剤形接着剤 76 

天然ゴム系溶剤形接着剤 67 
（出典）日本接着剤工業会「接着剤実態調査報告書」 

 

A3.2.3.3.f. ゴム用溶剤の使用 

 算定方法 
ゴム用溶剤の使用に伴って排出される NMVOC については、ゴム用溶剤使用量に、NMVOC

排出率（NMVOC が除去されずに大気中へ排出される割合）を乗じることによって、排出量

を算定した。 
 排出係数 

財団法人 計量計画研究所「炭化水素類発生源基礎解析検討調査報告書」（1987 年）に示さ

れた NMVOC 除去率の 1983 年度推計値（7.3%）に基づいて算定された NMVOC 排出率（92.7
［%］＝100［%］－7.3［%］）を用いた。 
 活動量 

ゴム用溶剤使用量は、経済産業省「ゴム製品統計年報」または日本ゴム工業会調査結果よ

り得られた溶剤用揮発油使用量に、財団法人 計量計画研究所「炭化水素類発生源基礎解析検

討調査報告書」（1987 年）に示されたゴム揮発油の使用割合（0.42＝21,139/50,641）を乗じる

ことによって算定した。 
 

 その他（3.D.：NMVOC） A3.2.3.4. 

A3.2.3.4.a. その他溶剤の使用 

 算定方法 
その他溶剤の使用に伴って排出されるNMVOCについては、全年度の排出量が財団法人 計

量計画研究所「炭化水素類発生源基礎解析検討調査報告書」（1987 年）に示された 1983 年度

の排出量に等しいとして算定した。 
 排出係数 

排出係数は設定していない。 
 活動量 

活動量は設定していない。 
 

農業分野 A3.2.4. 

 野外で農作物の残留物を焼くこと（4.F.） A3.2.4.1. 

A3.2.4.1.a. 稲わら、もみ殻、麦わら（4.F.1.：CO） 

 算定方法 
当該排出源から排出される CO については、以下に示す日本独自の算定方法を用いること

によって、排出量を算定した。なお、ライ麦、オート麦については我が国独自の排出係数が

ないため、算定対象から除外した。 
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稲わら、もみ殻、麦わらの焼却に伴う CO 排出量の算定式 
稲わら、もみ殻、麦わらの焼却に伴う CO 排出量［t-CO］ 
 ＝Σ稲わら,もみ殻,麦わら（稲わらorもみ殻or麦わらの焼却量［t］×炭素含有率（乾重量） 
  ×COとして排出される炭素の割合×排ガス中のCOとCO2のモル比） 

 
 排出係数 

各種パラメータは、我が国の実測値に基づいて設定した。 

表 A 3-32  稲わら、もみ殻、麦わらの炭素含有率 
 炭素含有率 備考 

稲わら 0.356 0.369aと 0.342bの中間値を採用 
もみ殻 0.344 坂東らによる実測値a 
麦わら 0.356 稲わらと同じと仮定 

（出典）a：坂東、酒巻、守富、鈴木「バイオマス燃焼による放出量の解明に関する研究」（国立環境研究所「平

成３年度地球環境研究総合推進費研究調査報告書」（1992）） 

b：Yoshinori Miura and Tadanori Kanno "Emissions of Trace Gases (CO2, CO, CH4, and N2O) Resulting from Rice Straw 

Burning," Soil Sci.Plant Nutr.,43(4),849-854,1997 

表 A 3-33  稲わら、もみ殻、麦わらの CO として排出される炭素の割合 

 CO として排出される 
炭素の割合 備考 

稲わら 0.684 0.8aと 0.567bの中間値を採用 
もみ殻 0.8 坂東らによる実測値a 
麦わら 0.684 稲わらと同じと仮定 

（出典）a：坂東、酒巻、守富、鈴木「バイオマス燃焼による放出量の解明に関する研究」（国立環境研究所「平

成３年度地球環境研究総合推進費研究調査報告書」（1992）） 

b：Yoshinori Miura and Tadanori Kanno "Emissions of Trace Gases (CO2, CO, CH4, and N2O) Resulting from Rice Straw 

Burning," Soil Sci.Plant Nutr.,43(4),849-854,1997 

表 A 3-34  稲わら、もみ殻、麦わらの焼却排ガス中のCOとCO2のモル比 

 排ガス中の CO と 
CO2のモル比 備考 

稲わら 0.219 出典 a 及び b に示される値の中間値を採用 
もみ殻 0.255 坂東らによる実測値a 
麦わら 0.219 稲わらと同じと仮定 

（出典）a：坂東、酒巻、守富、鈴木「バイオマス燃焼による放出量の解明に関する研究」（国立環境研究所「平

成３年度地球環境研究総合推進費研究調査報告書」（1992）） 

b：Yoshinori Miura and Tadanori Kanno "Emissions of Trace Gases (CO2, CO, CH4, and N2O) Resulting from Rice Straw 

Burning," Soil Sci.Plant Nutr.,43(4),849-854,1997 

 
 活動量 

稲わら、もみ殻、麦わらの焼却量は「4.F.1.」農作物残渣の焼却からのCH4、N2O排出の算

定で用いた焼却量を用いた。なお、麦わらの焼却量は以下の式に従って求めた。 
麦わらの焼却量＝（小麦＋大麦の焼却量）×0.5 

※専門家判断によりわら、もみの割合は 1:1 と設定。 
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土地利用、土地利用変化及び林業分野 A3.2.5. 

 バイオマスの燃焼（5(V)） A3.2.5.1. 

 算定方法 
バイオマスの燃焼によるCO及びNOXの排出量については、Tier 1 の算定方法を用いた。 

【森林】 
CO 
 
 
NOX 
 
 

bbGHGf ：森林によるバイオマス燃焼に伴う温室効果ガス排出量 
Lforest fires ：森林の火災に伴う炭素ストック損失量［tC/yr］ 
ER ：排出比 （CO：0.06、NOX：0.121） 
NCratio ：NC 比 

 排出係数 
【排出比】 

バイオマスの燃焼に伴う CO 及び NOX の排出比には以下のパラメータを用いた。 
CO：0.06、NOX：0.121 

（出典：GPG-LULUCF デフォルト値 Table3A.1.15） 

【NC 比】 
バイオマスの燃焼に伴う NOX の NC 比には、以下のパラメータを用いた。 
NC 比：0.01 

（出典：GPG-LULUCF p.3.50 デフォルト値） 

 活動量 
森林における活動に関しては、森林火災による炭素排出量を適用した。詳細に関しては、

第 7 章の 7.14 節の活動量の項目を参照のこと。 
 

廃棄物分野 A3.2.6. 

 廃棄物の焼却（6.C.） A3.2.6.1. 

A3.2.6.1.a. 一般廃棄物の焼却（6.C.-） 

 算定方法 
当該排出源から排出されるNOX、CO、NMVOC、SO2については、一般廃棄物の焼却施設

区分別（全連続式焼却炉、准連続式焼却炉、バッチ燃焼式焼却炉、ガス化溶融炉）の焼却量

に、日本独自の排出係数を乗じることによって、排出量を算定した。当該排出量は、NIR第 8
章に記載している方法を用いて、エネルギー回収を伴わない単純焼却と、エネルギー回収を

伴う焼却に分離し、単純焼却分を廃棄物分野で、エネルギー回収を伴う分をエネルギー分野

に分けて報告している。 
 排出係数 
○ NOX、SO2 

焼却炉については、環境省「大気汚染物質排出量総合調査」によって把握された排出量及

び廃棄物処理量を用いて、焼却施設区分別の排出係数を設定した（対象施設は［1301：廃棄

物焼却炉（一般都市廃棄物用、連続）］と［1302：廃棄物焼却炉（一般都市廃棄物用、バッチ）］、

ERLbbGHG sforestfiref ×=

ratiosforestfiref NCERLbbGHG ××=
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対象燃原料は［53：一般廃棄物］）。なお、「大気汚染物質排出量総合調査」では焼却施設区分

が「連続」と「バッチ」の２区分とされているが、「連続」のうち操炉時間 3000 時間以下の

ものを「准連続」とした上で、「全連続燃焼式」、「准連続燃焼式」、「バッチ燃焼式」の３区分

で排出係数を設定した。 
ガス化溶融炉については、燃焼方式が類似の全連続燃焼式焼却炉の値を代用した。 

表 A 3-35  一般廃棄物の焼却施設区分別のNOX、SO2排出係数 

 ：2001 年以降のデータは 2000 年データで代替している。 

（出典）環境省「大気汚染物質排出量総合調査」 

 
○ CO 

焼却炉については、大気環境学会「温室効果ガス排出量推計手法調査報告書」（1996 年）

等において集計された個々の施設の排出係数データに基づいて、焼却施設区分別の排出係数

を設定した。なお、「温室効果ガス排出量推計手法調査報告書」では焼却施設区分が炉種（ス

トーカ炉、流動床炉等）によって細区分されているが、炉種別焼却量を用いて加重平均した

上で、「全連続燃焼式」、「准連続燃焼式」、「バッチ燃焼式」の３区分で排出係数を設定した。 
ガス化溶融炉については、燃焼方式が類似の焼却炉である全連続燃焼式ストーカ炉の値を

代用した。 

表 A 3-36  一般廃棄物の焼却施設区分別の CO 排出係数 

 
（出典）大気環境学会「温室効果ガス排出量推計手法調査報告書」（1996 年）等 

 
○ NMVOC 

焼却炉及びガス化溶融炉ともに、CH4及びNMVOCの発熱量当り排出量を推計した資料（日

本環境衛生センター「地球温暖化問題への対策に関するスクリーニング調査結果報告書」

（1989）、計量計画研究所「炭化水素類排出量概要推計方法確立調査」（1984））を用いて設定

した燃料種別の排出量比「NMVOC/CH4」を、炉種別燃料種別のCH4排出係数に乗じること

によって、NMVOC排出係数を設定した。 

表 A 3-37  一般廃棄物の焼却施設区分別の NMVOC 排出係数 

 
（出典）日本環境衛生センター「地球温暖化問題への対策に関するスクリーニング調査結果報告書」（1989） 

計量計画研究所「炭化水素類排出量概要推計方法確立調査」（1984） 

 

項目 単位 1990 1995 2000 2005 2008 2009 2010 2011 2012
全連続燃焼式焼却炉 kg-NOx/t 1.238 1.213 1.127 1.127 1.127 1.127 1.127 1.127 1.127
准連続燃焼式焼却炉 kg-NOx/t 1.055 1.226 1.226 1.226 1.226 1.226 1.226 1.226 1.226
バッチ燃焼式焼却炉 kg-NOx/t 1.137 1.918 1.850 1.850 1.850 1.850 1.850 1.850 1.850
ガス化溶融炉 kg-NOx/t 1.238 1.213 1.127 1.127 1.127 1.127 1.127 1.127 1.127
全連続燃焼式焼却炉 kg-SO2/t 0.555 0.539 0.361 0.361 0.361 0.361 0.361 0.361 0.361
准連続燃焼式焼却炉 kg-SO2/t 0.627 1.141 0.712 0.712 0.712 0.712 0.712 0.712 0.712
バッチ燃焼式焼却炉 kg-SO2/t 1.073 1.625 1.714 1.714 1.714 1.714 1.714 1.714 1.714
ガス化溶融炉 kg-SO2/t 0.555 0.539 0.361 0.361 0.361 0.361 0.361 0.361 0.361

NOx

SO2

炉種 単位 1990 1995 2000 2005 2008 2009 2010 2011 2012
全連続燃焼式焼却炉 g-CO/t 557 557 555 554 554 554 554 553 553
准連続燃焼式焼却炉 g-CO/t 548 548 567 591 613 605 611 609 609
バッチ燃焼式焼却炉 g-CO/t 8,237 8,237 8,298 8,341 8,343 8,351 8,270 8,272 8,272
ガス化溶融炉 g-CO/t 567 567 567 567 567 567 567 567 567

CO

炉種 単位 1990 1995 2000 2005 2008 2009 2010 2011 2012
全連続燃焼式焼却炉 g-NMVOC/t 0.9 0.9 0.9 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3
准連続燃焼式焼却炉 g-NMVOC/t 7.8 7.8 8.5 2.2 2.4 2.3 2.4 2.3 2.3
バッチ燃焼式焼却炉 g-NMVOC/t 9.1 9.1 9.5 1.5 1.5 1.5 1.3 1.3 1.3
ガス化溶融炉 g-NMVOC/t - - 0.6 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8

NMVOC
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 活動量 
焼却炉の活動量には、環境省「廃棄物の広域移動対策検討調査及び廃棄物等循環利用量実

態調査報告書（廃棄物等循環利用量実態調査編）」に示された一般廃棄物焼却量に、環境省「日

本の廃棄物処理」より算出される焼却施設区分別の焼却割合を乗じることによって算定した

焼却施設区分別焼却量を用いた。 
ガス化溶融炉の活動量には、環境省「日本の廃棄物処理」より算出されるガス化溶融炉の

焼却量を用いた。 
 

A3.2.6.1.b. 産業廃棄物の焼却（6.C.-） 

 算定方法 
当該排出源から排出されるNOX、CO、NMVOC、SO2については、産業廃棄物の種類別（燃

原料別）焼却量に、日本独自の排出係数を乗じることによって、排出量を算定した。当該排

出量は、NIR第 8 章に記載している方法を用いて、エネルギー回収を伴わない単純焼却と、

エネルギー回収を伴う焼却に分離し、単純焼却分を廃棄物分野で、エネルギー回収を伴う分

をエネルギー分野に分けて報告している。 
 排出係数 
○ NOX、SO2 

環境省「大気汚染物質排出量総合調査」によって把握された排出量及び廃棄物処理量を用

いて、産業廃棄物の種類別の排出係数を設定した（対象施設は［1303：廃棄物焼却炉（産業

廃棄物用、連続）］と［1304：廃棄物焼却炉（産業廃棄物用、バッチ）］、対象燃原料は［23：
木材］と［54：産業廃棄物］）。廃棄物の種類は「紙くずまたは木くず」、「汚泥」、「廃油」、「廃

プラスチック」、「繊維くず」、「動植物性残渣、家畜の死体」の６区分とし、「紙くずまたは木

くず」、「繊維くず」、「動植物性残渣、家畜の死体」には［23：木材］を、「汚泥」と「廃油」

と「廃プラスチック」には［54：産業廃棄物］を適用した。ただし、複数の廃棄物の混焼は、

排出係数の設定対象から除外した。 

表 A 3-38  産業廃棄物の焼却施設区分別のNOX、SO2排出係数 

 
＊：2001 年以降のデータは 2000 年データで代替している。 

（出典）環境省「大気汚染物質排出量総合調査」 

 
○ CO 

大気環境学会「温室効果ガス排出量推計手法調査報告書」（1996 年）等において集計され

た個々の施設の排出係数データに基づいて、産業廃棄物の種類別の排出係数を設定した。廃

棄物の種類は「紙くずまたは木くず」、「汚泥」、「廃油」、「廃プラスチック」、「繊維くず」、「動

植物性残渣、家畜の死体」の６区分とし、実測例のない「繊維くず」、「動植物性残渣、家畜

の死体」には「木くず」の排出係数を適用した。また、複数の廃棄物の混焼は、排出係数の

設定対象から除外した。 

項目 単位 1990 1995 2000 2005 2008 2009 2010 2011 2012
「木材23」 kg-NOx/t 1.545 1.312 5.828 5.828 5.828 5.828 5.828 5.828 5.828
「産業廃棄物54」 kg-NOx/t 0.999 1.158 1.415 1.415 1.415 1.415 1.415 1.415 1.415
「木材23」 kg-SO2/t 1.528 1.274 2.118 2.118 2.118 2.118 2.118 2.118 2.118
「産業廃棄物54」 kg-SO2/t 1.179 1.882 1.352 1.352 1.352 1.352 1.352 1.352 1.352

NOx

SO2
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表 A 3-39  産業廃棄物焼却施設の操業形態別の CO 排出係数 

 
（出典）大気環境学会「温室効果ガス排出量推計手法調査報告書」（1996 年）等 

 
○ NMVOC 

CH4及びNMVOCの発熱量当り排出量を推計した資料（日本環境衛生センター「地球温暖化

問題への対策に関するスクリーニング調査結果報告書」（1989）、計量計画研究所「炭化水素

類排出量概要推計方法確立調査」（ 1984））を用いて設定した燃料種別の排出量比

「NMVOC/CH4」を、炉種別燃料種別のCH4排出係数に乗じることによって、NMVOC排出係

数を設定した。 

表 A 3-40  産業廃棄物の焼却施設区分別の NMVOC 排出係数 

  
（出典）日本環境衛生センター「地球温暖化問題への対策に関するスクリーニング調査結果報告書」（1989） 

計量計画研究所「炭化水素類排出量概要推計方法確立調査」（1984） 

 
 活動量 

活動量には、環境省「廃棄物の広域移動対策検討調査及び廃棄物等循環利用量実態調査報

告書（廃棄物等循環利用量実態調査編）」に示された廃棄物の種類別の焼却量を用いた。 
 

A3.2.6.1.c. 廃棄物の原燃料利用に伴う焼却（1.A.-） 

 算定方法 
当該排出源から排出される CO、NMVOC については、廃棄物の種類別原燃料利用焼却量

に、日本独自の排出係数を乗じることによって、排出量を算定した。当該排出量は NIR 第 8
章に記載した区分に応じて、エネルギー分野（1.A）で報告している。 

 
 排出係数 
○ CO 

1A固定発生源からの排出計上に用いている各種炉におけるCO排出係数（固有単位ベース）

を、総合エネルギー統計における発熱量を用いて重量ベースの排出係数に換算して求めた。

2005 年度以降の廃タイヤの発熱量については、資源エネルギー庁「2005 年度以降に適用する

標準発熱量の検討結果と改訂値について」（2007）の値を用いた。 

項目 単位 1990 1995 2000 2005 2008 2009 2010 2011 2012
紙くず又は木くず g-CO/t 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334
廃油 g-CO/t 127 127 127 127 127 127 127 127 127
廃プラスチック類 g-CO/t 1,790 1,790 1,790 1,790 1,790 1,790 1,790 1,790 1,790
汚泥 g-CO/t 2,285 2,285 2,285 2,285 2,285 2,285 2,285 2,285 2,285
繊維くず g-CO/t 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334
動植物性残渣・家畜の死体 g-CO/t 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334 1,334

項目 単位 1990 1995 2000 2005 2008 2009 2010 2011 2012
紙くず又は木くず g-NMVOC/t 2.48 2.48 2.48 25.28 25.28 25.28 25.28 25.28 25.28
廃油 g-NMVOC/t 0.54 0.54 0.54 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45
廃プラスチック類 g-NMVOC/t 3.40 3.40 3.40 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90 0.90
汚泥 g-NMVOC/t 1.61 1.61 1.61 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17 0.17
繊維くず g-NMVOC/t 2.48 2.48 2.48 25.28 25.28 25.28 25.28 25.28 25.28
動植物性残渣・家畜の死体 g-NMVOC/t 2.48 2.48 2.48 25.28 25.28 25.28 25.28 25.28 25.28
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表 A 3-41  廃棄物の原燃料利用に伴う焼却の CO 排出係数 

 
 

○ NMVOC 
一般廃棄物、産業廃棄物の焼却時と同様に、CH4 及び NMVOC の発熱量当り排出量を推計

した資料から排出係数を求めた。 

表 A 3-42  廃棄物の原燃料利用に伴う焼却の NMVOC 排出係数 

 
 
 活動量 

廃棄物の原燃料利用に伴うCH4排出量の推計に用いた活動量をそのまま用いた。 
 

その他分野 A3.2.7. 

 喫煙（7.-：CO） A3.2.7.1. 

 算定方法 
当該排出源から排出される CO については、煙草の販売数量に、日本独自の排出係数を乗

じることによって、排出量を算定した。 
 排出係数 

日本たばこ産業株式会社から提供された排出係数（0.055［g-CO/本］）を用いた。 
 活動量 

活動量には、社団法人 日本たばこ協会の HP（http://www.tioj.or.jp）において公表されてい

る紙巻たばこの販売数量を用いた。 

用途 単位 廃油 RDF RPF
廃タイヤ
（2004年
度以前）

廃タイヤ
（2005年
度以降）

廃プラ 木くず

単純焼却 kg-CO/t 0.13 1.79 1.79 1.79 1.79 - -
ボイラー kg-CO/t 0.052 0.24 0.39 0.28 0.44 0.034 3.64
セメント焼成 kg-CO/t 49.1 19.8 32.2 23.0 36.5 32.2 -
その他の炉 kg-CO/t 0.052 0.24 0.39 0.28 0.44 - -
乾留炉 kg-CO/t - - - 0.021 0.033 - -
ガス化 kg-CO/t - - - 0.015 0.024 - -

用途 単位 廃油 RDF RPF
廃タイヤ
（2004年
度以前）

廃タイヤ
（2005年
度以降）

廃プラ 木くず

ボイラー kg-NMVOC/t 0.015 0.00027 0.00043 0.00031 0.00049 0.010 0.12
セメント焼成 kg-NMVOC/t 0.048 - 0.043 0.031 0.049 0.043 -
乾留炉 kg-NMVOC/t - - - 0.0051 0.0080 - -
ガス化 kg-NMVOC/t - - - 0.0089 0.0141 - -
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